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保護者の皆様へ

新型コロナウイルス感染症対策について（9月修正版）

～ 「新しい生活様式」を踏まえた学校での取組と家庭へのお願い ～

下関市ＰＴＡ連合会・下関市立小・中学校長会・下関市教育委員会

現在、国内において、再び新規感染者数の増加が見られており、２学期以降も引き続き、学校

も家庭も十分な警戒感をもって感染症対策を講じることが必要です。

文部科学省では、８月６日時点での最新の知見に基づき、学校で行う基本的な感染症対策等の

指針が一部修正されました。これを受けて、各学校の取組も一部修正することとしました。

学校内での感染拡大を防ぐためには、何より外からウイルスを持ち込まないことが重要である

ことには変わりはありません。今後、学校の教育活動を維持していくには、学校と家庭が一層連

携して取り組んでいく必要があります。

◆ ウイルスを学校に持ち込まないために

○ 登校及び始業時の健康観察

◆ 学校で集団感染させないために

○ 流水と石けんによる手洗いの指導

手洗いは、感染症対策でもっとも効果的です。

❶ 外から教室に入るとき（登校直後含む） ❷ 咳やくしゃみ、鼻をかんだとき

❸ 給食の前後 ❹ 掃除の後 ❺ トイレの後 ❻ 共有のものを触ったとき

○ 咳エチケットの徹底

身体的距離が十分にとれない場合には、マスクを着用するように指導します。

※ ただし、体育の授業、外遊び、運動部活動はその限りではない。

※ 登下校において、熱中症対策として、暑さ指数が高い場合や人と十分な距

離を確保できる場合は、マスクを外す。

○ 教室環境と換気

・ 教室では、座席を１ｍ以上、可能な限り離し、常時換気を行う。

・ エアコン使用時も、下関市薬剤師会の指導のもと、適切に換気を行う。

・ 給食の会食は、「机を向かい合わせにしない」、「会話を控える」など、飛

沫を飛ばさないように指導する。

○ 清掃・消毒

・ ウイルスをすべて死滅させることは困難であることを踏まえ、清掃により

清潔な空間を保つ。

・ 通常の清掃活動の一環として、大勢がよく手を触れる箇所（ドアノブ、手

すり、スイッチなど）は、家庭用洗剤等を用いた拭き掃除を行う。

学校が行っている主な感染症対策 ※ 部分…修正・加筆箇所



文部科学省によると、６月１日から７月３１日までの小中学生の感染者の特徴として、症状の

有無は、有症状者の割合が小学生33％、中学生60％で、小中学生の感染経路は、家庭内感染が約

66％、学校内感染が約4％、その他が約13％、感染経路不明が約17％であったとのことです。

新型コロナウイルス感染症から子供たちを守り、お子様が安心して学校生活を送ることができ

るよう、御家庭においても「新しい生活様式」を踏まえた取組に御協力をお願いします。

１ 毎日の健康観察

・ 毎日登校前に、お子様の検温と健康観察を必ず行う。

① 風邪の症状や高熱または微熱が続いている場合（解熱剤を飲み
続けなければならない場合を含む。）

② 強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある場合

特に、基礎疾患等のあるお子様は、①②の状態が続く場合、
かかりつけ医または下関保健所等に電話連絡し、指示に従う。

・ 発熱や風邪の症状がある場合は、自宅で休養させる。（出席停止扱い）

・ お子様が無症状であっても、同居するその家族に発熱や風邪の症状がみられ

る場合には、自宅待機を検討する。（出席停止扱い）

・ 登校しない場合は、学校に必ず連絡する。

２ 手洗いの励行

・ 家に帰ったらまず手や顔を洗う。

・ 手洗いは３０秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う。（手指消毒薬も可）

３ 咳エチケットの徹底

・ 咳、くしゃみをする際、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内側など

を使って、口や鼻をおさえる。

４ ３密の回避（密閉、密集、密接）

人と集まるときや外出する際は、次のことを気をつける。

◆ 「密閉」の回避・・・こまめな換気

気候上可能な限り常時行い、困難な場合はこまめに（３０分に１回以上、数

分程度を目安に窓を開ける）、２方向（部屋の対角線）の窓を同時に開けて行う。

◆ 「密集」の回避・・・身体的距離の確保

飛沫感染を防ぐため、できるだけ人と人との距離を確保する。

◆ 「密接」の回避・・・マスクの着用

外出するときは、できるだけマスクを着用する。ただし、気温や

湿度が高く、熱中症になりそうな場合には、マスクを外す。

室内でも家族以外の人と交流する際はマスクを着用する。

５ 抵抗力・免疫力を高める

十分な睡眠、バランスのとれた食事、適度な運動を心がける。

ウイルスには誰もが感染する可能性があります。それが、たまたま自分の家族、子供たちの学

校や学級の友だちかもしれません。「正しく恐れる」べき相手はウイルスで、人ではありません。

私たちＰＴＡ会員が、新型コロナウイルスに関連する身近に起こる差別や偏見を見逃さず、子

供たちと家庭を守るために出来ることをしっかり取り組んでまいりましょう。

「新しい生活様式」
（QRコード）

家庭に協力をお願いしたいこと ※ 変更箇所はありません。


